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の参考銘柄

●日本水産（1332：東証１部）（100株 629円 約7万円）

［水産業界大手］南米の養殖事業は数量、価格ともに回復。成長事業のファインケミカルが
堅調に推移。最終増益、年配当50銭増の8円50銭の予想。

●ペプチドリーム（4587：東証１部）（100株 5,590円 約57万円）

特殊ペプチドを使った医薬品の開発に特化した創薬ベンチャー。蓄積したデータから医薬品
候補を高速で検出する技術が画期的で世界的に注目されている。会社側は、20年12月期営業
利益を53億円以上と予想、達成できれば3期連続2桁増益。19年9月、JSRと提携し特殊ペプチ
ド使った共同研究開始。クレオ社などバイオ系企業、大学等と組む戦略提携・自主パイプラ
イン拡大に注力、薬開発の加速狙う。

●クボタ（6326：東証１部）（100株 1,703.5円 約18万円）

農業機械、鋳鉄管国内トップ。通期計画に対する第3四半期の進捗は83％と前年同期の
78.4％を上回る。2020年12月期は北米の小型トラクター需要が持続。国内や米国の好調を背
景に通期上振れの可能性があろう。

●日本航空（9201：東証１部）（100株 3,468円 約35万円）

［航空大手］20年3月から北米線など羽田国際線を12便増便。小幅減益見通しだが110円配当
を維持。東京五輪によるインバウンド需要に期待。

●ペイパル・ホールディングス（PYPL：NASAQ）（$ 111.82）

電子決済サービス大手。消費者や販売店にデジタルやモバイル決済プラットフォームを提供。
19年10月中国のオンライン決済「国付宝信息科技（ゴーペイ）」の買収を発表、クーポン・
価格比較サービスHoney Scienceの買収で合意など、M&Aに積極的。第3四半期（7～9月）は
売上高43.78億ドル（前年同期比18.8%増）、純利益4.62億ドル（同5.9%増）。

●ゼネラル・ミルズ（GIS：NYSE）（$ 52.98）

米国を代表する大手食品メーカー。食品の製造・販売を手掛ける。「ハーゲンダッツ」や
「ヨープレイト」等複数の著名ブランドを保有。配当利回り3.69%（税引き前・12/27現在）

●ビヨンド・ミート（BYND：NASDAQ）（$ 81.48）

［米国食品メーカー］牛肉、豚肉、鶏肉など菜食主義者向けに植物由来の人口肉の生産・販
売を手掛ける。

●ダイワ・グローバルIoT関連株ファンド －AI新時代－(大和証券投資信託

委託株式会社)
世界のIoT関連企業の株式に投資し、信託財産の成長をめざします。
IoT（Internet of Things）とは ---コンピュータなどの情報通信機器だけでなく、世の中に存在する
さまざまな物体（モノ）が通信機能を持ち、インターネットに接続することをいいます

日本株

アメリカ株

投資信託

投資信託の買付時の手数料は、
約定代金の３．３％（税込み）です。

2020年1月8日通常取引終値
国内店頭取引の場合、日本円で
約30万円程度から

2020年1月9日終値

＜その他参考銘柄＞
マイクロソフト、アマゾン・ドッ
ト・コム、アルファベット、ビザ
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※目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

投資にあたってのご留意事項
手数料等について

■国内株式

国内株式の売買には、約定代金に対して最大1.265%（消費税込）の委託手数料が必要となります。

委託手数料が2,750円に満たない場合は2,750円（消費税込）

■外国株式

国内取次手数料

約定代金が7.5万円以下の場合・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

約定代金が7.5万円超50万円以下の場合・ ・ ・ ・

約定代金が50万円超の場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

現地諸費用:外国取引にかかる現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、

本書上でその金額等をあらかじめ記載することはできません。

「外国証券取引口座」を開設されていない場合は、口座開設が必要となります。

国内店頭取引の場合

当社の定める価格(現地終値の概ね2.5%上下の価格)・為替(午前と午後に基準為替を決定し、その0.5円上下)でのお取引となります。

◎

※

◎

◎

◎

◎

■投資信託

投資信託の場合は、各銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等諸経費をご負担いただきます。手数料の料率・額

は銘柄によって異なりますので、ここに具体的に記載することはできません。各銘柄の目論見書等をご覧ください。

◎

主なリスクについて

株価変動リスク◎

政治・経済、社会情勢等の変化により、株式相場等が変動し損失を被るおそれがあります。

信用リスク◎

有価証券等の発行者の信用・財務状況などの変化等により、価格等が下落したり、投資元本を回収できなくなったりするこ

とで、損失を被るおそれがあります。

流動性リスク◎

流動性の悪化または流通市場の混乱により、損失を被るおそれがあります。

為替変動リスク◎

外国為替相場の変動等により、受取金額が増減し損失を被るおそれがあります。

投資信託のリスクは、各銘柄により異なります。各銘柄の交付目論見書等をご覧ください。

当社が取扱う金融商品は、上記リスク等により損失が生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、

当該商品の契約締結前交付書面、目論見書、お客様向け資料等をお読みください。

※

このリーフレットは、お客様の投資判断の参考となる情報を提供することを目的としたものです。銘柄の選択・投資に関する最終判断は、お客様

ご自身の判断でお願いします。また、本リーフレットは、信頼できると思われる情報に基づき作成したものですが、その正確性・完全性を保証する

ものではありません。 このリーフレットの内容は、リーフレット作成時における当社の見通しであり、今後予告なく随時変更することがあります。

掲載した銘柄について、我が国の金融商品取引法による企業内容開示が行われていない場合や当社で買い持ち及び売り持ちしている
場合、当社の役職員が投資している場合があります。
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約定代金の11%（消費税込）

8,250円（消費税込）

最大で(約定代金の1.00%+2,500円)×1.1（消費税込）

※


